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8 みんなのひろば
リレーエッセイ／はじめてのバー
スデー／人☆キラリ　ほか

28 住人十色

14 ９月議会定例会のあらまし

12 ＨＥＬＬＯ！！！

6 うちこ往来
劇団オーガンス公演／国際ソロ
プチミスト大洲から絵本寄贈／
内子料理開発研究会／こころの
ふれあいフェスティバル　ほか

22 町からのお知らせ
公共下水道の使用料を改定しま
す／身元調査お断りステッカー
採用作品決定／町営バスのダイ
ヤが変わります　ほか

26 くらしの情報
ストレッチ講習会／第９回和紙
創作展／秋の小田深山を歩こう
／第４回うちこ100円商店街／
県内で狩猟解禁　ほか

4 まちのニュース
コグウェイ四国 in内子／全国
過疎問題シンポジウム／社会を
明るくする運動内子町大会／ス
タジオジブリ美術合宿　ほか

2 重要文化財「上芳我家住宅」
保存修理工事を終え、再公開へ

ゆうてぃあ　Vol.12713

表紙写真：木蝋資料館「上芳我邸」職員
の田村ちえみさん（右）と村上喜

き

久
く

枝
え

さ
ん。施設の案内や管理を務める。

自
由
に
出
入
り
で
き
る
開
放
的
な
空

間
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
木
蝋

産
業
や
町
並
み
な
ど
内
子
を
理
解
す

る
足
掛
か
り
と
な
る
情
報
の
発
信
、

木
蝋
生
産
の
実
演
、
土
蔵
を
利
用
し

た
喫
茶
な
ど
が
行
わ
れ
る
計
画
で

す
。
ま
た
住
宅
部
分
は
有
料
で
公
開

さ
れ
、
ガ
イ
ド
が
案
内
し
な
が
ら
、

伝
統
的
建
造
物
の
工
法
や
使
わ
れ
方

な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

　

百
年
に
一
度
の
大
修
理
を
終
え
、

一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
上
芳
我
家
住

宅
。
未
来
へ
向
け
、
新
た
な
保
存
と

活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

未
来
へ
伝
え
残
す
た
め
に

　

町
が
20
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
重

要
文
化
財「
上
芳
我
家
住
宅
」の
保
存

修
理
工
事
が
完
了
し
、
11
月
１
日
か

ら
一
般
公
開
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
住
宅
は
、
主
屋
を
は
じ
め
と
す

る
主
な
建
物
が
木
蝋
産
業
の
最
盛
期

を
迎
え
て
い
た
明
治
中
期
に
建
て
ら

れ
て
お
り
、
今
回
の
工
事
は
破
損
部

分
の
修
復
と
と
も
に
、
当
時
の
姿
に

復
原
整
備
す
る
と
い
う
方
針
の
下
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

再
公
開
後
は
、
庭
園
部
が
無
料
開

放
さ
れ
、
町
並
み
を
訪
れ
る
人
々
が

修理工事完了後の上芳我邸を見学しました

　思っていた以上に立派で驚きました。
歴史が大好きなので、ガイドさんの案内
があって、より興味深く楽しめました。

植
松
紘こ

う

一い
ち

さ
ん
・
美み

智ち

代よ

さ
ん

（
高
松
市
）

　文化財である上芳我邸の建築物
から歴史がよく分かりました。展
示がそろったらまた訪ねたいです。

渡
部
淳じ

ゅ
ん

二じ

さ
ん
　（
西
沖
）

　昔の造りの家はおもしろさがあ
り、昔のわが家との共通点なども
あって懐かしく思いました。

平
尾
久ひ

さ

子こ

さ
ん
　（
大
洲
市
）

重
要
文
化
財「
上
芳
我
家
住
宅
」

保
存
修
理
工
事
を
終
え
、
再
公
開
へ

　

今
回
の
上
芳
我
家
住
宅
の
保
存
修

理
事
業
で
言
え
る
こ
と
は
、
同
工
事

が
単
に
文
化
財
を
修
理
し
、
修
復
す

る
だ
け
で
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
当
然
な
が
ら
修
理
工
事
は
建

物
を
解
体
し
、
腐
朽
や
破
損
部
分
を

特
定
し
て
修
理
・
修
復
し
て
い
く
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
建
物
の
増

改
築
の
変
遷
や
各
時
代
に
お
け
る
使

わ
れ
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ

た
部
分
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
同
時

に
、
建
築
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を

理
解
す
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
上
芳
我
家
住
宅
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
文
化
財
は
、
先
人
た
ち

が
時
の
流
れ
の
中
で
何
を
想
い
、
何

を
成
し
、
何
を
つ
な
い
で
き
た
か
を

知
る
貴
重
な
文
化
的
遺
産
で
す
。
上

芳
我
家
住
宅
の
次
代
に
残
し
伝
え
る

べ
き
価
値
は
、
木
蝋
産
業
の
遺
構
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
内
子
の
一
時
代

を
象
徴
す
る
外
観
や
規
模
、
各
部
屋

の
空
間
性
、
各
所
に
使
わ
れ
た
材
料

や
仕
様
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
工
事
に
携
わ
っ
た
職
人
の
皆

さ
ん
は
、
明
治
期
の
伝
統
的
な
工
法

に
触
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時

の
職
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
上
芳
我

家
住
宅
建
築
の
大
事
業
に
取
り
組
ん

だ
か
と
い
う
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

そ
れ
ら
を
未
来
に
つ
な
げ
る
歴
史
の

一
部
を
担
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
は
３
年
を
超
え
る
大

事
業
で
し
た
。
こ
れ
は
上
芳
我
家
住

宅
の
初
め
て
の
大
規
模
修
理
で
す
。

私
た
ち
の
子
孫
は
未
来
の
保
存
修
理

工
事
の
た
び
に
、
明
治
の
創
建
、
平

成
の
大
規
模
修
理
の
内
容
を
ひ
も
解

き
、
伝
統
的
な
工
法
を
守
り
つ
つ
、

そ
の
時
代
の
新
し
い
技
術
で
こ
の
文

化
的
遺
産
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
同
事
業
を
契
機
に
貴

重
な
経
験
や
資
料
が
蓄
積
さ
れ
た
こ

と
も
、
内
子
町
に
と
っ
て
は
得
難
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
学
芸

員
の
配
置
も
予
定
さ
れ
て
お
り
木
蝋

資
料
館
と
し
て
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
学
芸
活
動
や
研

究
調
査
を
通
じ
て
住
民
と
来
訪
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
を
持
ち
、

内
子
と
い
う
地
域
を
理
解
す
る
中
核

施
設
へ
と
発
展
す
れ
ば
、
今
回
の
保

存
修
理
事
業
が
さ
ら
に
大
き
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
全

て
が
次
代
へ
引
き
継
ぐ
歴
史
文
化
の

資
産
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

上芳我家住宅の
保存修理工事を終えて

上芳我家保存活用委員会委員長　犬伏武
たけ

彦
ひこ

さん

※団体は20人以上
※３館共通セット券もあります。
☎０８９３（４４）２７７１

大人 小・中学生
個人 400円 200円
団体 300円 160円

■木蝋資料館「上芳我邸」入館料


